
様式第５号 
特定高線量作業として届け出る場合の作業届付票 

作業の名称及び受付番号がある場合は受付番号： 
 

１-1 作業場所（注：作業場所の位置関係がわかる図面を添付すること。線量率の分布図で作業場所を把握できる場合は省略可） 
 

監督署記載欄 
□原子炉施設 
□蒸気タービン施設 
□これらの周辺 

の区域ある。 

１-2 作業場所の線量率：      mSv/h （注：作業場所の線量率の分布図を添付すること。） 

２. 作業の概要 

 

 

監督署記載欄：□0.1mSv/h 以上である。 

(概要) 

監督署記載欄  

□ 原子炉容器又は使用済燃料貯蔵設備の冷却機能を維持する作業である。 

設備等の名称 ： 

設備等の種類 □ 注水による冷却機能を維持するための設備 
 

上記機能を維持するための設備等の 

□ 運転 □ 保守 

の作業である。 □ 修理 □ 取替 
□ 機器の追加 
□ その他（        ） 

□ 放射性物質の敷地外への放出を抑制する設備の機能を維持する作業である。 

設備の名称 ： 

設備の種類 

□ 汚染水処理機能を維持するための設備 
□ 汚染水や放射性物質が海洋、地下水、大気又は土壌に漏出することと防止するための機

能を維持するための設備（海水循環装置、遮水壁、汚染物質保管コンテナ等） 
□ 水素爆発の防止のための窒素封入機能を維持するための設備 
□その他(          ) 

 

上記設備の 

□ 運転 □ 保守 

の作業である。 □ 修理 □ 取替 
□ 機器の追加 
□ その他（       ） 

監督署記載欄：上記により、特定高線量作業であるものと 
□確認する。 
□確認できない。         


